
表２

質問１：「日本標準時繰上げ案」が実施されれば、あなたの生活はどの様に変わると思いますか。
下記は良くなる点の例をリストアップしたものです。あなたの生活変化にあてはまるものを、3つ以内で答えてください。

友人たちとの交流時間が増える

朝の無駄な空白時間が節約できる
家族団らんの時間が増える
日没前に家に帰ることが出来る
午前中の日程に余裕が生まれる
仕事や、学校が明るいうちに終わる
早起きを心がけるようになる

質問２：日本標準時繰上げにより、余暇時間（レジャー、カルチャー、スポーツ）が増えるとすれば、あなたはどのようなことに使いますか。
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学校での朝練（クラブ活動など）の必要が無くなる

その他の良い生活の変化（＿）

レジャーやカルチャー、スポーツの時間が出来る

家族団らんの時間が増える

午前中の日程に余裕が生まれる

早起きを心がけるようになる

(人)

余暇が増える

89.4%
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その他の余暇が増える（＿）

学習活動、塾通い

家事、育児

余暇時間は増えない

スポーツ

何もせず帰宅、ただなんとなく暮らす

自宅で趣味活動（読書、音楽、庭いじり、料理）

(人)

３つ以内で選択

３つ以内で選択

良い面

がある

44.1%

特に生活に

良い面での

変化はない

55.9%

余暇時間は

増えない



表３

質問３－１　生活サイクル別賛否

質問３－２　都道府県別賛否

質問３：標準時繰上げに賛成ですか。

6.0 16.3 46.0 17.7 14.0

賛成
どちらかと

いえば賛成

なんとも

いえない
どちらかと

いえば反対 反対
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4.0 

12.0 

16.6 

11.8 

14.5 

その他（＿）

睡眠時間が少ないサイクルである（朝5～6時頃起き、夜1～2時

頃寝る）

夜型である（例えば、朝9時頃起き、夜2時頃寝る）

朝型である（例えば、朝5時頃起き、夜10時頃寝る）

朝6～7時頃起き、夜11～1時頃に寝る、標準的なサイクルである

（単位：％）
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中国・四国・九州

近畿

北陸・東海

関東

東京

北海道・東北

（単位：％）

（単位：％）

<注>  「北陸・東海」に長野、静岡、福井を含む

賛成
どちらかと

いえば賛

成

なんとも

いえない

どちらかと

いえば反対
反対

賛成 どちらかと

いえば賛成
なんともいえない どちらかと

いえば反対
反対

標準

タイプ
60.8 %

朝型 11.0 %

夜型 15.7 %

睡眠時間が

少ない
10.0 %

その他, 2.5%

全体 (n=1000)

北海道

東北
10.7 %

東京
14.9 %

関東
24.4 %
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16.7 %
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19.3 %

中国・

四国・

九州
14.0 %

全体 (n=1000)

<注>  「北陸・東海」に

長野、静岡、福井を含む



表４
質問３－３　男女別賛否

質問４：省エネやエコに関心を持っていますか。あなたの考えに一番近いものを選んでください。
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3.2 

5.6 

11.2 

2.7 

14.3 

16.9 

21.7 

39.2 

55.6 

45.7 

42.9 

12.2 

20.6 

19.9 

9.3 

43.2 

6.3 

11.9 

14.9 

やっても無駄・関心が無い

関心があるが何をすればよいかわからない

それなりに大事だと思う

大いに持っている

16.1 63.9 12.6
4.3

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 大いに持っている

それなりに大事だと思う

関心があるが何をすればよいかがわからない

やっても無駄だと思う

関心が無い

62.2

33.3

32.5

28.6

23.1

23.0

16.3

9.2

8.6

6.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境･エコへの個人の自覚

エコ技術の開発（エコカー･省電力など）

環境維持･エコ活動の個人的実践

エネルギー政策の転換（原子力･太陽光発電など）

社会制度改革（CO2排出量制限･温度調整など）

会社･地域社会の自発的運動

環境維持･エコ生活の社会的規制（ごみ収集・電力ガス料金値上…

サマータイムの実施

早起き･水撒き運動･エコ活動など社会運動

社会通念の変革（標準時の見直し･出退社時間の繰上げなど）

それ以外の対策

（単位：％）

（単位：％）

３つ以内で選択

全体

8.4 

3.6 

16.6 

16.0 

42.6 

49.4 

15.0 

20.4 

17.4 

10.6 

男性

女性

（単位：％）

(n=926)

賛成
どちらかと

いえば賛成

なんとも

いえない

どちらかと

いえば反対
反対

標準時繰上げ案に対し
(n=1000)

どんな省エネ、エコ対策

が有効か？

（単位：％）

(n=1000)

賛成
どちらかと

いえば賛成
なんともいえない どちらかと

いえば反対
反対

男性 n=500



表５ その他のクロス分析

（人） （人）

1000 1000

1000万円以上 109 主婦・主夫 204

700万円
以上

182 契約・派
遣・アル

152

700万円未満 216 専門家・自営業 119

500万円未満 277 会社員・公務員 395

300万円未満 216 その他 130

質問３－４　年収別並びに職業別賛否

質問４（年代別）：省エネやエコに対する関心度

合計

世帯別年収 職業

合計

調査サンプルの属性

1.6それ以外の対策

22.0

12.4

10.1

18.3

17.0

24.4

48.2

62.7

71.4

64.4

69.9

65.9

20.1

16.7

13.8

7.3
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3.1
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20

代

30

代

40

代

50

代

60

代

70

代

大いに持っ

ている
それなりに

大事だと思う

関心があるが

何をすればよいか

わからない

やっても無

駄だと思う
関心

がない

（単位：％）
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45.6 
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18.1 

17.7 

13.9 

20.9 

19.3 

14.8 

11.6 

16.7 

12.1 

16.5 

300万円未満

500万円未満

700万円未満

700万円以上1000万円未

満

1000万円以上

9.2 

7.3 

7.6 

3.3 

2.5 

17.7 

15.4 

16.0 

17.1 

16.7 

46.9 

44.3 

42.9 

44.7 

51.5 

10.8 

15.9 

21.0 

21.7 

20.6 

15.4 

17.0 

12.6 

13.2 

8.8 

その他

会社員・公務員

専門家・自営業

契約・派遣・アルバイト

主婦・主夫

賛成

どちらかと

いえば賛

成

なんとも

いえない

どちらかと

いえば反

対
反対世帯年収別 職業別 賛成

どちらかと

いえば賛

成

なんとも

いえない

どちらかと

いえば反

対
反対


